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岡田宮夏越祭　ごあんない

き
　

り
　

と
　

り

無
料
券

当日この券をご持参ください
かき氷が無料になります。

平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
九
日 （
火
）午
後
六
時
〜
九
時

（
雨
天
決
行
）

社
頭
に
設
け
た
茅
の
輪
を
く
ぐ
れ
ば
、
悪
疫
を
免
れ
幸
福
と
繁
栄
を

招
来
す
る
と
い
う
古
式
に
則
っ
た
夏
越
祭
を
厳
修
い
た
し
ま
す
。

大
祓
神
事
　
午
後
六
時
よ
り

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
参
列
の
方
に
は
大
祓
詞
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

　
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

当
日
ご
参
拝
の
方
に

■
「
お
札
」
と
「
茅
」
を
授
与
い
た
し
ま
す
。

　
　
魔
除
け
と
し
て
玄
関
に
奉
斎
し
て
下
さ
い
。

■
無
病
息
災
・
除
災
招
福
御
神
酒
接
待

　
　
ご
参
拝
の
方
に
御
神
酒
を
ご
奉
仕

　
　
い
た
し
ま
す
。

■
か
き
氷 

一
〇
〇
円

　
　
地
元
青
年
会
の
屋
台
が
た
ち
ま
す
。

URL http://www.okadagu.jp/
E-mail okadajinja@jcom.home.ne.jp

ふ
だ

か
や

ち
　
　
わ

（
7
月
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日
）
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7
月
29
日
）
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無病息災 除災招福
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総
代
会
研
修
旅
行
よ
り

太
宰
府
の

　 
「
国
宝 

大
神
社
展
」

太宰府天満宮　曲水の庭九州国立博物館

国宝 大神社展

アサヒビール工場

太宰府天満宮

権
禰
宜
　
緒
　
方
　
翔
　
馬

　
平
成
二
十
六
年
二
月
十
八
日
、
毎
年
恒
例
の
総

代
会
研
修
旅
行
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
早
朝
よ
り
岡
田
神
社
を
出
発
し
、
バ
ス
で
太
宰

府
天
満
宮
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　
太
宰
府
天
満
宮
に
到
着
し
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思

い
に
、
参
拝
を
い
た
し
ま
し
た
。
太
宰
府
天
満
宮

は
、
平
日
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
人
で
賑
わ
っ

て
お
り
、
ま
た
深
い
縁
を
も
つ
梅
の
木
も
、
満
開

と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
十
分
に
見
所
の
あ
る
、
綺

麗
な
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
天
神
様
へ
の
参
拝
後
、
一
行
は
九
州
国
立
博
物

館
へ
と
歩
を
進
め
、「
国
宝
　
大
神
社
展
」
を
観

覧
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
の
こ
の
特
別
展
は
、
全

国
の
神
社
の
協
力
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
、

多
数
の
神
社
関
係
の
国
宝
と
重
要
文
化
財
が
一
堂

に
会
し
た
、
空
前
の
規
模
の
神
社
展
で
あ
り
ま
す
。

　
私
が
特
に
感
動
し
ま
し
た
の
は
、
水
無
瀬
神
宮

に
蔵
さ
れ
ま
す
「
後
鳥
羽
天
皇
宸
翰
御
手
印
置
文
」

で
あ
り
ま
す
。
後
鳥
羽
天
皇
は
承
久
の
乱
後
に
、

隠
岐
に
配
流
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
地
で
お
書
き

に
な
っ
た
絶
筆
に
、
御
手
印
を
捺
さ
れ
た
置
文
で

あ
り
、
文
と
武
を
兼
ね
ら
れ
た
、
偉
大
な
る
天
皇

の
朱
の
御
手
印
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
厳
粛
な

気
持
ち
に
な
り
、
容
易
に
立
ち
去
り
難
い
思
い
が

い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
大
神
神
社
の
禁
足
地
出
土
の
子
持
勾

玉
、
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
出
土
の
種
々
の
銅
鏡
か
ら
、

古
代
人
が
ど
の
よ
う
な
も
の
に
神
聖
さ
を
感
じ
た

の
か
、
そ
の
一
端
を
伺
い
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
神
道
人
、
ま
た
神
社
に
深
い
興
味
を
も
つ
人
に

と
っ
て
、
非
常
に
得
る
も
の
の
多
い
特
別
展
で
あ

り
、
観
覧
さ
れ
た
方
そ
れ
ぞ
れ
、
色
々
な
気
づ
き
、

驚
き
、
感
動
を
味
わ
う
こ
と
が
出
来
た
こ
と
と
推

察
い
た
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
福
岡
観
光
会
館
は
か
た
で
昼
食
を
頂

き
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
工
場
へ
向
か
い
、
工
場
の
見

学
を
行
い
ま
し
た
。
ビ
ー
ル
が
完
成
す
る
ま
で
の

工
程
を
学
ん
だ
後
、
試

飲
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ

出
来
立
て
の
生
ビ
ー
ル

や
ジ
ュ
ー
ス
等
を
美
味

し
く
味
わ
い
、
こ
の
度

の
研
修
の
締
め
と
い
た

し
ま
し
た
。

　
私
は
今
回
が
初
め
て

の
総
代
会
研
修
旅
行
で

し
た
が
、来
年
も
ま
た
、

総
代
や
崇
敬
者
の
皆
様

と
共
に
思
い
出
に
残
る

研
修
旅
行
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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郷
土
地
名
考
57

　
城
下
町
の
小
倉
は
鎮
西
の
拠
点
、
本
州
と
九
州
の

中
継
地
で
あ
る
こ
と
は
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
。
藩

政
時
代
ま
で
は
軍
事
的
要
衝
で
あ
っ
た
。
城
内
か
ら

各
地
に
通
じ
る
道
路
に
は
門
が
あ
っ
て
、
出
女
入
り

鉄
砲
を
取
り
締
ま
っ
た
。
中
津
口
は
中
津
街
道
の
往

来
口
、
筑
前
口
は
長
崎
街
道
、
門
司
口
は
門
司
、
香

春
口
は
田
川
に
通
じ
、
こ
の
ほ
か
領
内
に
出
る
平
松

口
、
溜
池
口
、
富
野
口
な
ど
が
あ
っ
た
。
以
上
は
寛

政
年
間
豊
前
小
倉
図
に
よ
る
。

　
古
老
の
言
い
伝
え
で
は
百
姓
が
城
内
に
商
い
に
く

る
際
は
何
か
と
付
け
届
け
を
し
た
そ
う
で
あ
る
。
ま

た
賤
民
身
分
は
門
で
わ
ら
じ
を
脱
が
せ
、
何
人
城
内

に
入
っ
た
か
分
か
る
よ
う
に
し
て
い
た
と
い
う
。

　
中
津
口
は
も
と
乱
れ
橋
村
と
い
い
、
乱
れ
橋
の
名

は
、
宇
佐
町
の
神
岳
川
に
か
か
る
橋
の
名
に
ま
だ
残

っ
て
い
る
。
藩
主
細
川
忠
利
こ
れ
を
嫌
い
、
仲
津
口

に
村
名
を
変
え
た
と
企
救
郡
誌
に
あ
る
。

　
よ
く
冠
婚
葬
祭
を
お
こ
な
う
日
の
吉
凶
を
み

る
と
き
に
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
の
が
、
先
勝
・

友
引
・
先
負
・
仏
滅
・
大
安
・
赤
口
と
い
う
六

つ
の
日
の
吉
凶
を
現
し
た
六
曜
（
ろ
く
よ
う
）

で
す
。

　
古
代
か
ら
明
治
以
前
ま
で
、
日
本
で
は
中
国

の
暦
の
影
響
を
受
け
、
干
支
や
節
気
を
重
要
な

要
素
と
し
て
備
え
た
※

太
陰
太
陽
暦
を
使
用
し
て

き
ま
し
た
が
、
こ
の
六
曜
も
時
刻
の
吉
凶
を
現

す
も
の
と
し
て
、
室
町
時
代
初
頭
に
中
国
か
ら

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
日
本
に
伝
わ
っ
た
当
初
は
、
小
六
壬
（
し
ょ

う
り
く
じ
ん
）
と
い
わ
れ
、
大
安
・
留
連
（
り
ゅ

う
れ
ん
）・
速
喜
（
そ
く
き
）・
赤
口
・
小
吉
・

空
亡
（
く
う
ぼ
う
）
の
六
つ
か
ら
成
る
時
刻
占

い
で
し
た
が
、
江
戸
時
代
末
に
、
現
在
の
よ
う

な
形
に
定
着
し
ま
し
た
。

　
明
治
以
降
、
官
暦
と
し
て
の
発
行
を
許
さ
れ

た
の
は
神
宮
の
暦
だ
け
で
し
た
が
、
日
の
吉
凶

な
ど
の
暦
註
が
一
切
省
か
れ
た
も
の
で
し
た
。

　
中
津
口
（
な
か
つ
ぐ
ち
）

神
社
　
　
問
答

な
ぜ

な
ぜ

（その57）

大
安
や
仏
滅
な
ど

　
　
日
の
吉
凶
に
つ
い
て

こ
れ
に
対
し
て
民
間
で
出
回
っ
た
偽
暦
（
お
ば

け
暦
）
に
は
暦
註
が
掲
載
さ
れ
、
六
曜
が
一
般

庶
民
の
間
に
広
く
普
及
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
戦
後
、
暦
の
発
行
が
自
由
に
な
り
、
六
曜
や

人
の
生
年
で
吉
凶
を
判
断
す
る
九
星
な
ど
を
載

せ
た
運
勢
暦
が
盛
ん
に
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
暦
の
多
く
は
、
神
々
の
御

加
護
を
戴
く
た
め
に
、
常
に
慎
み
の
あ
る
生
活

を
送
る
こ
と
を
説
い
て
お
り
、
社
会
全
般
的
な

習
俗
と
し
て
我
々
の
生
活
に
潤
い
を
与
え
て
き

ま
し
た
。

　
六
曜
の
吉
凶
占
い
で
は
、
友
引
に
凶
事
を
お

こ
な
わ
な
い
、
仏
滅
は
万
事
を
忌
む
な
ど
の
禁

忌
が
あ
り
ま
す
。
あ
ま
り
拘
泥
し
す
ぎ
る
の
は

問
題
で
す
が
、
一
つ
の
慣
習
と
し
て
考
え
れ
ば

よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※
太
陰
太
陽
暦
（
た
い
い
ん
た
い
よ
う
れ
き
）

　
明
治
初
年
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
暦
（
旧
暦
）。

明
治
五
年
に
新
暦（
太
陽
暦
）に
改
暦
さ
れ
た
。

旧
暦
と
新
暦
と
で
は
お
よ
そ
一
ヵ
月
の
ず
れ

が
あ
り
、
新
暦
は
古
来
日
本
人
の
風
習
や
季

節
感
に
適
合
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
例
え

ば
、
七
夕
を
八
月
七
日
に
お
こ
な
う
な
ど
、

現
在
で
も
「
月
遅
れ
」
と
称
し
、
一
ヵ
月
遅

ら
せ
て
実
施
す
る
地
域
も
あ
る
。
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七
五
三

　
七
五
三
祭
は
、
子
供
の
成
長
に
と
も
な
い
節
目
々
々
に
神
社
に
お

参
り
し
て
、
い
っ
そ
う
の
息
災
成
長
を
祈
る
行
事
で
す
。

　
三
歳
の
男
子
女
子
の
祝
い
を
髪
置
、
五
歳
の
男
子
の
祝
い
を
袴
着
、

七
歳
の
女
子
の
祝
い
を
帯
解
き
な
ど
と
称
し
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
名

称
や
、
そ
の
年
齢
は
地
方
に
よ
り
、
時
代
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
一
定

し
ま
せ
ん
。
と
も
あ
れ
、
七
五
三
は
江
戸
時
代
か
ら
、
広
く
行
わ
れ

た
行
事
で
岡
田
宮
で
は
、
十
一
月
十
五
日
を
当
日
と
し
、
そ
の
前
後

を
通
じ
て
に
ぎ
や
か
な
お
参
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
二
十
六
年
の
七
五
三
の
年
齢
は
、
左
記
の
と
お
り
で

す
の
で
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
参
り
下
さ
い
。

　
　
　
　
記

　
三
歳
　
平
成
二
十
四
年
生
（
か
ぞ
え
齢
）

　
　
　
　
平
成
二
十
三
年
生
（
満
年
齢
）

　
五
歳
　
平
成
二
十
二
年
生
（
か
ぞ
え
齢
）

　
　
　
　
平
成
二
十
一
年
生
（
満
年
齢
）

　
七
歳
　
平
成
二
十
年
生
（
か
ぞ
え
齢
）

　
　
　
　
平
成
十
九
年
生
（
満
年
齢
）

　
※
年
齢
は
か
ぞ
え
年
で
も
、

　
　
満
年
齢
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
※
毎
日
午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時

　
　
半
ま
で
受
付
を
し
て
い
ま
す
。

正
月
巫
女
奉
仕
者
募
集

　
で
き
れ
ば
髪
の
長
い
方
希
望

　
茶
髪
不
可
（
程
度
に
よ
り
ま
す
）

北九州市八幡西区岡田町1-44
TEL 093-621-2080

撮影衣装・着付・ヘアーメイク無料

■営業時間　10:00～17:00
■定 休 日　水曜日

￥10,800～
（四切1枚・台紙付）

七五三お出かけレンタル衣装

￥0～
新作ブランド衣装など多数取り揃えております

（お一人様）

　
大
神
様
の
お
側
近
く
で
巫
女
と
し
て

仕
え
、
結
婚
式
や
お
神
礼
や
お
守
り
を

お
授
け
す
る
女
性
奉
仕
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
神
様
に
仕
え
る
重
要
な
お
務

め
で
あ
り
、
貴
重
な
体
験
に
な
る
か
と

思
い
ま
す
。

 

ご
希
望
の
方
は
神
社
社
務
所

　
　
電
話 

　

‒

一
八
九
八

　
　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
奉
仕
資
格
　
高
校
生
以
上

　
　
　
　
　
　
未
婚
の
方

　
※
書
類
審
査
・
面
接
が
有
り
ま
す
。

（621）


